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Post Modern and Social Consciousness
Takehiko MATSUDO
要　　約
　ポストモダン社会の社会意識をまず先行研究へのアプローチから考えてみた。そこでは，いろいろ
な言説が見られるが，東浩紀の動物化という概念が一つのとっかかりを与えてくれるように見える。
そこでは，近代が予定したような自分で主体的に判断する人間像が後景に退き，システムの側からの
管理が著しくなり，そのことに人々の志向性も同調的になるようであった。このことを踏まえて本稿
ではアンケート調査を使用し，学生＝若者たちの社会意識の特性を考察した。その中で思わぬ意識の
連関性が見出された。
